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令和５年度　第１回神栖市若手医師きらっせプロジェクト推進会議サマリー 

 

１　日時・場所　令和５年７月１１日（火）１７：３０～１８：４０ 

                オンライン会議 

 

２　出席者　　　委員　１３人　病院事務局　４人　市　１０人　受託業者　４人 

　　　　　　　　（別紙名簿のとおり） 

 

３　会議結果　 

（１）結果概要 

　　石田神栖市長と永井コーディネーターの挨拶の後，永井コーディネーターが

座長となり，次第に基づき，「若手医師受入支援事業費補助制度－医師研修事

業の選考について」「分科会実施報告」「研修プログラムの充実」「先進地視

察」「レジナビ Fair出展報告」「情報発信」「令和５年度事業スケジュール」

を議題として，報告及び協議が行われた。 

協議の結果，若手医師受入支援事業費補助制度は原案どおり承認され，追加

案件は後日，市へ申請することが確認された。 

「研修プログラムの充実について」の議題に関しては，初期臨床研修病院の

指定を受ける必要性や，協力型施設として研修を行う意義とともに，指定に係

る課題等について，意見が挙げられた。　　 

 

（２）留意事項 

　　①分科会実施報告について 

　　ア　医師修学生実習 

・ 　本実習は，地域医療実習等の単位として認定されるものではないこと，市の修

学生が将来の就労先となる医療機関について知ってもらう機会を提供すること

が目的であることを確認。対象者は，令和５年度は神栖市の医師修学生，修学生

医師１０名となる。 

・ 「市修学生実習の案内パンフレットは，良い仕上がりになっている。全国の医学

生・初期研修医に向けた神栖市の紹介等に活用されると良い」との意見が挙げら

れた。 

 

　　イ　熱傷・薬傷症例検討会 

　　・　委員から「労働災害が発生した場合は軽症であっても必ず医療機関を受診しな



- 2 - 

くてはいけないものなのか」「産業医が診察することはできないのか」という質

問が挙がった。これに対し，産業医から「医療機関を受診しないことは労災隠し

に繋がる可能性があること」「産業医が常駐していない企業もあるため，できる

だけ市内医療機関に受入をお願いしたいこと」が説明された。 

・　委員から，熱傷・薬傷症例検討会の動画アーカイブについては，各病院の判断

で当直担当医など多くの対象者が視聴できるようにすることが重要であるとの意

見が出された。 

 

ウ　看護師確保分科会 

　　・　看護師確保の取組の一つとして，昨年度に引き続き，看護師合同就職相談会を

実施する報告がされた。 

　　・　今年度は開催時期を２回に増やすこと，第１回目の相談会では，広報計画とし

て，市ツイッターや市広報紙，新聞折込等のほか，東京都内や千葉県内で勤務中

の看護師を対象にアプリバナー広告もされることが報告された。 

 

　②研修プログラムの充実について 

　・　基幹型臨床研修病院の指定に係る困難度等が指摘された。 

　・　すぐに基幹型施設となることは難しくとも，事例として，東京慈恵医科大学の

リウマチ内科の医局から白十字総合病院へ，リウマチの教育研修施設になってく

れないかといった依頼が直接病院へ来るなど，専門医取得の研修施設としてニー

ズもあるとの情報共有がされた。「大学で研修している研修医を送り出す医局と

しても，研修医がただ研修をするためではなく，専門医を取得するなど，その次

にステップアップできるような環境を病院に整えて欲しいとの要望があるため，

現実化していきたい」との意見が出された。県からの要請だけでなく，大事な研

修医を送り出す医局長の立場としても教育研修施設になって欲しいとの要望があ

るため，県から派遣してもらえないから教育研修環境を整えるのではなく，どう

いう教育施設だったら研修医の受け皿になれるのか，病院自らが考えていく必要

性が挙げられた。 

　・　基幹型初期臨床研修病院になるのはハードルが高いが，初期臨床研修病院の協

力型になる，基幹型を目指すなど，教育研修環境を充実させているという動きを

見せる必要性や，協力して地道に進めることに大切さの意見が出された。 

　・　県の修学資金制度の医師数が７００人を超えていく一方で，鹿行地域の医師の

配置が当初想定していた医師派遣とはならず残念な状況であること，本会議内の

委員の生の声を踏まえ，市は茨城県の保健医療部や医療局長へ医師派遣等の要望
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に出向くとの意見がされた。 

 

　　③先進地視察について 

　　・　登米市立登米市民病院の視察先としての選定理由（令和２年度初期臨床研修病

院指定，病床数，常勤医師数等が類似）や石巻市の復興のまちづくりから学ぶ意

義等について確認した。 

 

　　④レジナビ Fairについて 

・　ブース来訪者が後日神栖産業医トレーニングセンターを見学予定といったレジ

ナビ出展が具体的な成果にながっている状況が報告された。 



日時：令和５年７月１１日（火）
　　　　　　　　　　　　１７時３０分より

　　　　　場所：オンライン会場　　　　　         

○ 委員
区分 役職 氏名 備　考

1 茨城県立中央病院　名誉院長 コーディネーター 永井　秀雄

2 副院長 西　功

3 小児科主任部長 辻脇　篤志

4 内科主任部長 濵田　修平

5 内科 後藤　淳一

6 消化器内科部長 赤井　博孝

7 循環器内科部長 村上　大介

8 内科 栁町　麻衣美

9 副院長 ハート・リズム・センター長 佐藤　寿俊

10 心臓血管外科センター長 古谷　光久

11 統括指導医 田中　完

12 産業医トレーニングセンター長 林　卓哉

13 日鉄テックスエンジ（株）東日本支店　医師 産業医 桝元　武

14 筑波大学附属病院　講師 総合診療科 阪本　直人 欠席

○ 病院事務局
区分 氏名 備　考

1 神栖済生会病院 総務課長代行 宮内　隆史

2 事務部長 礒部　晃彦

3 企画課長 池宮　毅

4 鹿嶋ハートクリニック 事務長 鈴木　清隆

○ 神栖市
区分 氏名 備　考

1 神栖市長 石田　進

2 市長公室長 加瀬　能孝　

3 医療対策監 藤枝　昭司

4 課長　 吉川　徹

5 課長補佐　 徳永　真砂美

6 主査 梅原　尚子

7 係長 山澤　翼

8 係長 伊勢崎　亮

9 主幹 岩瀬　夏実

10 主事 胡田　大介

○ 委託業務先企業
区分 氏名

1 野村　聡

2 小池　知弘

3 山中　貴博

4 佐藤　美星

令和5年度 第1回神栖市若手医師きらっせプロジェクト推進会議　出席者名簿

神栖済生会病院

白十字総合病院

鹿嶋ハートクリニック

神栖産業医トレーニングセンター

白十字総合病院

株式会社メディカル・プリンシプル社

地域医療推進課【事務局】　


